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誰でもできるウィステリアの簡単バックアップ法！
中川正男（会員・大阪市）

【主にウィステリアをバックアップする】
❍ WindowsXP，Vistaの場合

バックアップを行っておけばよかった、と思う経験は1度や2度はあると思います。コンピュータは調子が良

ければ忘れがちですが、機械はいつかは壊れるもの、データも消してしまった場合など慌ててしまいますね。

まずバックアップの基本はデータを保存しているコンピュータとは別の、外付ハードディスク等に保存して

いくということは誰でもご存じですね！！（冷汗）

ニュースレター（Vol.12 no.4）で藤木さんもこのことでウィステリアのバックアップについて書かれていまし

た。復習をしますと、「月曜日」「火曜日」……「土曜日」のフォルダをつくり、毎日バックアップをしていく

という少しアナログ的な方法です。

これなら1週間分の毎日のバックアップが取れるため、たとえエラーに気づくのが遅れても正しいデータが残

っているフォルダに戻ることができます。少なくとも3日前までのデータは毎日取る必要がある、とデータを失

った苦い経験者はいっています（苦笑）。誤操作等によりファイルが知らない間に壊れる可能性も考えられます

ので1週間のファイル、最低でも過去3日分のファイルは必要といわれています。

簡単な方法は必要なウィステリアのファイルを、単純に毎日バックアップの曜日フォルダに上書きコピーし

ていくことです。ただこれは毎日のことで、大変だよと思われる方もおられるでしょう。

では、今から特別なソフトを使用しない、誰でも出来る簡単な方法をご紹介しましょう！　もちろんウィス

テリアのバックアップ以外にも使用できますので、覚えておいて損はないでしょう（但しWindows使用者に限

ります。Windowsの元々持っているフォルダごとコピーするコマンドのXCOPYを利用しますから）。Windowsの

コマンド？　難しそうですが、誰でもできる簡単な方法をこれからじっくりと説明していきましょう。

デスクトップの何もアイコンが表示されていない場所で右クリックして表示されたメニューから「新規作成」

→「ショートカット」を選択します。
手順１

手順2 ショートカット作成画面の項目の場所を入力します（元ドライブがCでバックアップ用外付けドライブがFとし

ます）。

Cドライブの〈ウィステリアPro40〉フォルダをFドライブの〈Wistaria〉フォルダ内の〈月〉フォルダにバック

アップを行います。先にFドライブに〈Wistaria〉フォルダを作成しておきます．〈月〉フォルダは作成の必要は

ありません。

ご使用のウィステリアのバージョンによってフォルダ名は異なります．
ご使用のフォルダ名と読みかえてください．
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これからいよいよ文字入力に入ります。

C:WINDOWS¥system32¥xcopy.exe□C:¥ウィステリアPro40□F:¥Wistaria¥月□/d□/e□/y□/h

半角スペース

上記は入力する文字ですが、大変そうに見えますね。

6か所の半角スペース（分かりやすくするために□を表示しています）さえ間違わなければ問題ないですが、文字

は慎重に入力する必要があります。

約束事：フォルダ名にスペースを入れないこと。フォルダ名以外の文字はすべて半角で、大文字小文字の区別はあり

ません。「¥」マークも半角入力です。

まず文字の意味を見てみましょう

C:WINDOWS¥system32¥xcopy.exe Windowsが持っているフォルダをコピーするコマンド

C:¥ウィステリアPro40 コピー元のドライブ名とフォルダです

F:¥Wistaria¥月 コピー先のドライブ名とフォルダです（フォルダとフォルダの間に半角「¥」

マーク）

/d /e /y /h コピーを実行するためのコマンドオプション（命令を実行するときの条件）

といわれるもので入力しましょう

手順3

以上ですが、文字入力が苦手なあなたにとっておきの方法があります。

ショートカット作成画面より［参照］ボタンをクリック→マイコンピュータ（ウィンドウズXPの場合，Vistaは

コンピュータ）を表示。

マイコンピュータからＣドライブ→WINDOWS→

system32→XCOPYを探します（かなり下の方です）。

【参考】コマンドオプション
d：送り側の日付が受け側の日付より新しいコピーだけをコピー
e：ディレクトリまたはサブディレクトリが空であってもコピーする
y：受け側の既存のファイルを上書きする前に確認メッセージを表示しない
h：隠しファイルやシステムファイルもコピーする
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反転させ［OK］をクリック。下記のように入力できました。

次に入力された文字の後にカーソルをおき半角スペースを空けます。

そしてウィステリアの元のアドレスＣ:¥ウィステリアPro40と入力してください。

マイコンピューターよりウィステリアのフォルダを探し、上のアドレスをコピーしても可能

です。

反転してコピー
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あとは半角スペースを空け、バックアップ先ドライブとフォルダF:¥Wistariaを同じ方法でコピーし、¥月と入力

します（“¥”は半角、“月”は全角なので注意）。

次に下記のように半角スペースを空け、□/d□/e□/y□/hを入力すれば完成です。

下のように入力できました。

次へをクリック。ショートカットの名前を入力します。この場合は「ウィステリア月」としました。［完了］を

クリックします。

これでウィステリア月曜のバックアップキーがデスクトップに完成しました。

「¥」は必ず半角英数文字で入力し
てください。
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手順4

手順5

バックアップの方法

バックアップをする時、このショートカットキーをクリックしますと、下のコマンドが出て

きます。¥Wistaria¥月はディレクトリ名なのでDと入力します。すると自動的にFドライブの

〈Wistaria〉フォルダに月フォルダが作成され、元のデータがバックアップされます。

～ を繰り返して火　水　金　土　のショートカットを作成していきます。

面倒なリンク先コマンドの入力は月曜ショートカットを右クリック。プロパティを開きリンク先からコマンド

をコピーし、曜日の文字だけを変えれば簡単です。

手順3手順1

休みが木曜の医院の設定です。

ディレクトリ名はDですよ。

下記のような１週間分のウィステリアバックアップのショートカットが出来上がりました。

ウィステリア火曜日以降も の方法でFドライブの〈Wistaria〉フォルダにバックアップフォルダを作成して

いきましょう。

手順4

コピーペーストして月→火
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ではFドライブの〈Wistaria〉フォルダに下記のような月曜から土曜日までのフォルダが作られたか確認しまし

ょう。

ウィステリアバックアップフォルダをデスクトップに作成し、ショートカットキーを中に入れまとめればスッ

キリします。
手順6

これで毎日、その日の該当する曜日のショートカットをクリックしていくと1週間分のバックアップが行えます。

1週間が過ぎればまた、ショートカットキーをクリックし、上書きをしていきます。

このように新しく作成したり更新された分だけが追加バックアップされ、常に１週間分のバックアップが出来

るということです。

では一度試してください。
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応 用 市販のバックアップソフトで月曜から土曜まで順にバックアップを行ってくれるものを探すのは大変ですし、

操作が複雑になってしまえば意味がありません。

XCOPYの方法は元々Windowsの持っている機能を利用したシンプルなバックアップ法です。また、この方法で

はウィステリアの写真画像などの大きな容量のバックアップも、追加のバックアップで短時間にできるので便

利です。それから重要なデータのバックアップは複数システムが基本ですので、既にいろいろな方法でバック

アップされている方でも取り入れられると安心です。

もちろんLANを組まれた別のコンピュータにバックアップも可能です。

色々試されるといいと思います。


